
10/30 グッドニュースを分かち合うために 

   

 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                     

                                       

 

「十人十色の人間との接し方」 

山田正博 

小生昨年 12 月に 81 歳になりました。人間この世に生を受けてから、あの世に召され

るまで、平均 3 万人の方々と出会うと言われています。 

小生これまでの人生で、かような性格なのか「人をいじめたことは皆無。一方多数い

じめられました。小学校の担任の先生から、卒業時に「山田はあまりにも素直なので、

将来社会に出たら心配だ」と懸念されていましたが、我が人生まさに先生が懸念される

ような展開になりました。学校時代は余りいじめられませんでしたが、会社に入り 同

僚・先輩・上司から何回もいじめられたので、今回は「人間はなぜ人をいじめるのか」

について少し考察したいと思います。 

会社内の同僚等からのいじめの原因の多くは、相手からの「嫉妬」が大半でした。一

番困ったのは上司からの「いじめ」です。昔から「部下は上司を選べない」と言われる

ように、色々な上司からいじめられました。今の時点から回顧してみると、①本当に仕

事が出来る上司は、部下を大事にし、ほぼいじめることはないことです。②一番やっか

いなのは、仕事が出来ない一方上昇志向が強い上司のいじめには大変苦労し、色々な病

気を発病しました。ただいじめる人がいる一方守ってくださる上司もいて、今日まで生

きながらえております。 

特に 48 歳から教会に行くようになると、周囲の目が変わり、「教会に行っている人は 

他の人とは一味違う」と多くの方々から見られ、これが今の団地の生活にも生かされて

います。「団地の自治会の会合」はそれぞれ素性が異なり、異なった価値観をお持ちの

方の集団。自治会長さんから「余りにも酷
ひど

いので山田さんも常任員委員になって頂き、

私を助けて欲しい」と言われ昨年の夏に「相談役」として参加することになりました。 

それまでのここでの「会議」は「会議とは名ばかりの馬事
ば じ

雑言
ぞうごん

が飛び交うどなりあい

の場」お互いに相手の性格・日頃の生活をも非難の応酬。とても見ていられないので、

罵
ののし

りあいの後に「相談役」が割ってはいり、双方の意見を尊重しながらも、「落としど

ころ」を探る日々が続いております。かようにまさに「人間動物園」のような世界に

は、まさに聖書の言葉「あなたの隣人を愛しなさい。自分にして欲しくないことは、他

人にしてはいけません。自分にして欲しいと思うことは他人にもしてあげなさい」が実

行できれば解決できる世界です。  

日本ではｸﾘｽﾁｬﾝは人口の１％未満なので、学校から職場まで毎年多くの「いじめ」

が起きていますが、この比率が増えてくれば、少しでも減少すると思われるので、神様

に従う人が増えることを祈っています。 

だれに対しても悪に悪を返さず、すべての人の前で善を行うように心がけなさい。 で

きれば、せめてあなたがたは、すべての人と平和に暮らしなさい。ローマ 12：17，18 
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2月役員会決定事項 

・1月度の経常会計・基金会計・建造物会計が承認された。 

・2月 12日の教会総会の議事を確認した。 

・鈴川秋芳兄の会員籍を正会員から別籍会員に移動させていただくことを決定した。 

 

 

 

新年聖会第一聖会 
秋田師がビデオで重富師の思い出を語りました 

第三聖会 
第二聖会 


